
令和３年２月
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：設置教室を使用する全正規教員が週１回以上活用した。

３：８０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

２：６０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に対応し
た。

３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。

２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかった。

１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組織的な
対応をしなかった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。 Ｄ 0

Ｃ 0

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体計
画を作成し、計画に基づいた体育指導や
「一校一取組」運動や「一学級一実践」運動
を実践する。

4
１：

Ｄ 0未来を創る力を育てるために、外部人材と
連携したり、ICT機器を活用したりして、地
域学習、国際理解教育、理科教育、食育な
どを実施する。

4

3

・授業中におけるICT機器の効果的な活
用は全教員で意図的・効果的に行うこと
ができている。また、「まなびポケット」を
活用した学習展開、休校になった場合
のオンラインでのタブレットの活用など、
計画的に研修を行うことができた。しか
しながら、新型コロナ感染症の感染拡大
が続いている現在、保護者からはオンラ
インでのパソコンのより積極的な活用を
望む声が高まっている。2月より使用開
始の1人1台のタブレットを有効活用し、
効果的な学習を展開してくために今後も
教員の研修の機会を設け、実践に生か
していきたいと考えている。
・児童の「情報活用能力」を高めるため
に、次年度に向けて全体計画を策定し、
各学年の発達段階に応じた活動を実施
していく。
・今年度は感染症予防対策のため、体
力テストは中止した。しかしながら、児童
の体力向上を図るため、人数の制限や
実施方法の工夫、児童同士の間隔をと
るなどの配慮をしながら体育朝会や教
科体育を実施した。都や区からの指示
を受けながら今後も児童の体力向上を
図っていく。

＊保護者４１５名回答
　肯定評価：３５９名（８７％）

Ａ 9

・タブレットの活用で、よい学習ができることを望みます。
・児童1人1台のタブレット活用になると授業は活発に進むと思いますが、
先生方の事前準備や教え方の用意など大変だとは思いますがよろしくお
願いいたします。
・これからの社会の変化にしなやかに対応する力と自信を身に付けるこ
とを目標としてオンラインでの学習方法や外国の先生との授業など、期
待するものが多くあります。
・新型コロナ感染症の流行に伴い、オンライン授業など学力と安全の両
立という視点から保護者の関心がとても高まっているのだと思います。タ
ブレットの配備など、ハード面での制約もあった中だと思いますが、今後
の改善策に記載されている内容に着実に取り組んでいただけたらと思い
ます。
・新しいＩＣＴ機器と仕組みなどで先生方は日々勉強が必要と思われます
が、とても頑張ってくださっていて素晴らしいです。子供たちは新しいもの
が得意ですから、うまく機器も子供も使ってあげてください。
・コロナ禍における状況の中、学校関係者の取組は大変なご苦労がある
ことと思います。そのような中で、ＩＣＴ機器活用はデジタル化社会のため
に大きな要素であり、〇国際理解教育の具体的対応　〇2月からのタブ
レット1人1台の活用　〇オンラインでのＰＣの活用　等は効果的取組であ
り、更なる積極的取組に期待します。
・まったく予想だにしなかった状況の中、ＩＣＴ機器の活用もでき得る範囲
で最善を尽くしてくださったと思います。今後さらにスピード感をもって活
用が進むことを期待します。

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、
「おおたのものづくり」を生かした体験活動
や理数授業等を実施する。

4
３：

Ｂ 0

４：保護者アンケート「ＩＣＴ機器を活
用した授業に取り組んでいる」の満
足度が９０％以上である。
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外国語教育指導員を効果的に活用し、外
国の方々とのコミュニケーション能力の育
成等を図っている。

4

４：

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、ＩＣ
Ｔ機器を活用した授業を実施する。

4

他者の人権を尊重する人権教育の推進を
目指し、人権教育資料等を活用した授業を
実施する。

4

２：

4

4

４：保護者アンケート「きまりを守る
社会性が身に付いている」の満足
度は９０％以上である。

３：保護者アンケート「きまりを守る
社会性が身に付いている」の満足
度は８５％以上である。

4

4

4

4

4

4

4

・学校、学年、学級とそれぞれに集団で
生活する上で守っていく必要のあるルー
ルを定めているが、児童は比較的決ま
りを守ろうとする姿が見られる。授業規
律、基本的な生活習慣など、今後も繰り
返し指導していくことで落ち着いた学校
生活を送ることにつながる。
・昨年度、校内研究において道徳の指
導法を学んできた。児童に自分自身を
振り返ったり今後の見通しをもたせるこ
とで児童なりの道徳心を養うことができ
ている。
・毎週金曜日の生活指導夕会では、各
学年より配慮を要する児童についての
情報を出させ、全教員で共有することに
している。問題行動や不登校問題など、
多くの教員でその指導の仕方や解決策
等について検討している。今後も必要に
応じてケース会議を開くなど、配慮を要
する児童に対して学校、家庭、関係諸機
関など組織的に対応していく。

＊保護者４１６名回答
　肯定評価：４０２名（９７％）

4

4

4

１：

４：保護者アンケート「教え方（内容
や方法）を工夫している」の満足度
が９０％以上である。

２：保護者アンケート「教え方（内容
や方法）を工夫している」の満足度
が８０％以上である。

１：保護者アンケート「教え方（内容
や方法）を工夫している」の満足度
が８０％未満である。

４：保護者アンケート「地域や保護
者と連携した教育活動を進めてい
る」の満足度が　９０％以上である。

・基本的な生活習慣を身に付けていて朝のあいさつでは返事が返ってき
ます。うれしいです。
・東一小の児童のみなさんは、社会的な決まり事をきちんと守って生活し
ています。
・校内に入る機会はあまりないので、詳しい状況は分かりませんが、外
から感じる校内の様子は落ち着いているように想像できます。児童への
日頃の指導が行き届いているのだろうと推察いたします。
・学校に伺った際に児童からしっかり挨拶してくれるなど、日頃の教育活
動のおかげだと思います。
・「これまでの取組・今後の対応策」の記載の中に「比較的決まりを・・。」
とありますが、”比較的”にはややネガティブな印象を受けます。先生方
の評価としてはまだ不十分ということで考えてよろしいのでしょうか。
・登下校時にしっかりとあいさつできる児童ばかりでとても良い子が多く、
素晴らしいです。不登校などには積極的に支援していきたいと思います
ので、情報共有をお願いします。
・地域住民として、児童のみなさんの校内・外でのマナーは真面目で何
事にも一生懸命で、ルールを守り、近所でも評判です。これもひとえに校
長先生・副校長先生はじめ、教職員のみなさまの指導・教育のおかげと
感謝しております。特に感染予防に関しては、早い時期から校内でも校
外でも皆一様にマスク着用は素晴らしいことです。しかし、今後も起こりう
る誹謗・中傷・差別は不登校に通じ、昨年度の道徳の指導法を更に生か
し、道徳教育充実の取組をお願いしたい。
・ここ数年、校内ですれ違って挨拶してくれたり、こちらから挨拶して返し
てくれたりする子が減ったように思います。「知らない人」に対する対応の
変化や今年はマスクをしていることもあるかもしれませんが、少し残念に
思います。

・規則正しい生活は基本です。感染症予防については、校長先生をはじ
め、諸先生方の予防対策をしっかりやっていただき、ほっとしています。
・子供たちが体を動かすことは非常に大切です。新型コロナ禍ですが、
運動時間の確保をお願いします。
・ゲーム等が流行っていて、寝不足気味の児童もいると想像されます
が、家庭での基本的生活習慣を目指してくださっていることを願っていま
す。
・感染症流行下にあって、子供たちが体を動かして元気に活動すること
が非常に制限されていると思います。心身の健康は心と身体どちらが欠
けても成り立たないと思います。大変な中ですが、引き続き取り組みの
充実を期待しています。
・健康的でよいです。登下校時にもマスクの着用率が高く、学校での良
い指導があってのものと考えます。ありがとうございます。
・コロナ禍でオリ・パラを含めた各種スポーツも中止となり、大人ですら体
がなまってしまう現状の中、児童たちの元気な声が校庭から聞こえると
ホッとします。しかし児童のみなさんは辛い中、独自「東一小マニュアル」
に沿い、感染症拡大予防に努めているのは素晴らしい。また、親子で
「早寝・早起き・朝ごはん」の新生活習慣もこのコロナ禍でも有効な大変
良いことであると思います。
・休み時間に余りあるエネルギーを思いきり発散している様子を見ると、
もっと体を動かす機会（時間）を与えてあげたいと思います。

・運動発表会ができてよかったです。先生方のご苦労に感謝いたしま
す。
・先生方の前向きな授業は大いに好感し、期待しております。
・コロナウイルスの感染拡大が心配される中で、先生方が工夫してくだ
さって方法を変えての授業をしてくださっていることに、大変好感がもて
ます。
・例年とは大きく異なる状況の中で、先生方のご苦労は大変なものだっと
思いますが、その努力が保護者の方々にもきちんと伝わり、高評価と
なったことをうれしく思います。
・入れ替え制の徹底した運動発表会はとてもよかったです。校外から配
券させていただきました。いろいろな対策を施しながらも子供たちが元気
なので周囲の私たちも安心です。
・今年度は各種会議や活動が中止・縮小し、私たち住民にとっては寂し
い1年ですが、学校は「知・徳・体」を細かく指導してくださり、学校公開や
運動発表会でも特別支援学級の児童のみなさん含め、先生方は一生懸
命指導・教育していますこと、素晴らしいです。加えて会議・講習会は少
なくとも、「東一だより、ビデオ、ＨＰ」等で学校情報を公開してもらってい
ることは非常に感謝しています。

4

4

4

4

0

4

・今年度は感染症予防の観点により、学
校公開ではなく、各学年１日、授業場所
を限定などの工夫をして授業参観という
形をとった。また、運動会も運動発表会
と形を変え、表現のみの発表を行った。
保護者からは感染症対策が十分である
ことと、縮小したとはいえ、運動発表会
を実施したことへの肯定的な評価をいた
だいた。今後も区のガイドライン、それに
基づく本校のマニュアルに沿って保護者
に児童の様子を見てもらい、評価しても
らう。
・校内研究では今年度国語科について
研究を進めている。年度当初の計画通
りに進めることはできなかったが、「対話
を通して学び合う児童の育成」をテーマ
に授業研究を行っている。フェイスシー
ルドを使用しての授業展開となるが、感
染状況を見ながら今後も研究を進めて
いく。

＊保護者４１７名回答
　肯定評価：４０４名（９７％）

・ステップアップタイムの学習は、計算の苦手な児童には大変効果的で
あると思います。
・感染状況によるフェイスシールド等の活用、密にならない工夫がされて
いるのが感じられます。
・きめ細かい授業で児童の学習に対する意欲と興味が増しています。
・私共が小学生だったこととは全く学習環境が変わり、驚いているところ
です。ＩＣＴ機器の活用等、期待しています。習熟度別算数少人数指導で
効果的な学習ができるよう願っています。
・一斉休校や感染症対策など、予定通りの授業が行えないご苦労があっ
たと思います。しかし、そのような状況の中でも工夫して着実に取り組ま
れて成果につながったことをきちんと分析されていると思います。
・コロナ対策もしながらの授業は大変と思いますが、知人保護者からの
不満の声は一つもなく、よりよい勉強ができていると思われます。これか
らも頑張ってください。
・コロナ禍での児童の生活がいろいろ変わり、集中するのが難しい中、
学校としても児童の学習への意欲を維持させるのは大変だと思います
が、苦手意識をもっている児童に「繰り返しの学習や前学年の学習」等
は基礎力アップにもつながると思います。また、タブレット使用等による
個に応じた指導は落ちこぼれを防ぎ、素晴らしい取り組みだと思います。
・子供たちの授業の様子を直接拝見することはできませんでしたが、登
校した折にコロナ禍にありながら明るく、元気に集中して授業を受けてい
ることが感じられ、とても安心しました。

・授業中の効果的な電子黒板等ICT機
器の活用により、児童の学習内容に対
する興味・関心が高まり、学習意欲につ
ながってきている。また、習熟度別算数
少人数指導を全学年で実施していること
で、きめ細かい指導ができ、算数に苦手
意識をもつ児童にとって効果的であると
考えられる。
・土曜授業日に実施している「ステップ
アップタイム」では、全児童を対象に計
算力向上を目指したプリント学習を行っ
ている。算数に苦手意識をもっている児
童に対して、繰り返しの学習や必要に応
じて前学年の学習内容にも触れること
は大変効果的であった。
・今後はタブレットを活用して個に応じた
指導を実施し、さらに学習内容の確実な
定着を図っていく。
・感染状況にもよるが、マスク、フェイス
シールド等を装着し、少人数での対話的
活動を授業の中に意図的に位置付ける
ことで児童の深い学びにつなげていく。

＊保護者４１８名回答
　肯定評価：３８５名（９２％）

9

0

Ａ

Ｂ

0

Ｃ

Ｄ

0

算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで児童・生徒、保護者に知らせる。

学習指導講師等による算数・数学・英語の
補習を実施する。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

感染症予防・東一小マニュアルをもとに、感
染症予防対策に努めている。

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・
生徒に関するケース会議等を実施する。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を行
う等道徳指導充実のための取組を行う。

4

4

4

スポーツに親
しむ心の育
成や、運動習
慣の定着に
よる体力の
向上など、生
涯にわたって
健康増進を
図る意識の
向上をめざし
ます。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめ
の未然防止、早期発見等のための取組を
実施する。

あいさつ・靴そろえ運動などを推進し、きも
ちよい挨拶やくつを揃える習慣を身に付け
る指導に努めている。

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を
送るために、
教員の指導
力向上と良
質な教育環
境をつくりま
す。

各種研究発表会等の研究・研修の成果を、
自身の授業改善に生かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、
主任教諭が助言・支援を行う校内研修等を
実施しOJTを充実させる。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を
通して、児童・生徒や保護者に対し、望まし
い生活習慣についての意識啓発を行う。

授業公開日の授業評価を、その後の授業
改善に生かす。

校内委員会等を確実に実施し、学校におけ
る特別支援教育を推進する。

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした「食
育」を推進する。

校内研究・校内研修を活性化し、教員の指
導力向上に努めている。

体育的行事、部活動、休み時間など様々な
機会を通して運動習慣の確立を推進する。

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校
のきまりなどを守ろうとする意識を高める。

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校
のきまりなどを守ろうとする意識を高める。

取組
評価

Ｄ

Ａ

成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

２：保護者アンケート「きまりを守る
社会性が身に付いている」の満足
度は８０％以上である。

２：保護者アンケート「確かな学力の
定着」の満足度が８０％以上であ
る。

１：保護者アンケート「確かな学力の
定着」の満足度が８０％未満であ
る。

目標 取組指標

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の
結果よりストレス症状のみられる児童・生徒
に対して組織的に対応する。

4

3

4

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

取組内容

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、
自他の生命
を尊重する心
を育成するな
ど、未来への
希望に満ち
た豊かな心を
はぐくみま
す。

3

プ
ラ
ン
３
　
豊
か
な
心
の
育
成

Ｃ

プ
ラ
ン
２
　
学
力
の
向
上

Ａ

Ｂ

主体的・対話的で深い学びにより、思考力・
判断力・表現力を育てる授業を実施する。

３：

２：

１：

4

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

地域人材や読書学習司書を生かした読み
聞かせや計画的な朝読書などを実施する。

0

学校支援地域本部と連携するなどして、地
域力を生かした特色ある教育活動を実践
する。

B

4

３：

２：

１：

4

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載する。
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

Ｃ

・今年度、新型コロナウイルス感染防止
のため、学校公開や学校行事の縮小、
中止を余儀なくされた。保護者・地域の
ご意見として学校での児童の様子が知
りたいとのことであったので今後も学校
HPの更新を計画的に行うようにする。
・コロナ禍ではあるが、地域巡りや近隣
への校外学習など、感染防止策をとっ
た上で児童が地域への関心を高められ
るような活動を行った。本来ならば、地
域の方々へのインタビューや学区にお
招きしてご指導いただくところだが、今年
度は残念ながら中止した。
・読書学習司書やPTAの読み聞かせの
会の方々の読み聞かせの時間を設定し
た。今年度はビデオ配信やオンラインで
の読み聞かせとなったが、計画的な朝
読書の時間を確保することができた。

＊保護者４１７名回答
　肯定評価：３９０名（９３％）

・コロナウイルス感染防止のため、地域の行事も余儀なく中止となりまし
たが、親子木工教室では在宅版での開催となりました。多数の参加に感
謝いたします。
・新型コロナ禍の影響で、地域との関わりが少なくなりました。このままの
状態がいつまで続くのか心配です。
・地域に開かれた学校のイメージが感じられ、よいことと思います。
・感染症の影響により、様々な取組ができなかったことは大変残念に思
います。東一小は校長先生をはじめ、学校全体が地域とのつながりを大
切にしてくれているのが伝わってきます。感染症の状況にもよりますが、
今後も様々な機会を通して地域とのつながりを強くしていただければと
思います。
・地域の行事がなくて周りから学校を支援できなかったことが残念で申し
訳なく思いますが、無理に近寄らないことも必要と思い、控えました。学
校がしっかりと活動してくれて、地域も今後頑張ります。
・新型コロナ感染拡大の中、各種活動が中止・延期・縮小となり、児童の
様子を見ることも一緒に活動することも少なくなっています。しかし、私た
ち住民より、児童のみなさんの方がはるかに大変な苦しい、辛い思いを
していることを思うと心が痛くなります。そのような中でも校長先生・副校
長先生はじめ、関係者皆様が感染防止策をとりつつ地域・関係先とコロ
ナ禍にも負けず開かれた教育を通し、「報・連・相」に努めていること、素
晴らしいと思います。結果、コロナ禍という逆境の中でも「地域に信頼さ
れる、魅力ある学校」となっている要因で、地域住民として学校と関係者
の皆様に心から感謝いたします。
・ＩＣＴ機器を活用し、地域と子供たちをつないで様々な活動ができるよう
にしたいと思います。コロナで学校と保護者の接点が減ってしまったの
で、お互いの距離がひらかぬように双方向の意見交換ができる新しい手
段が必要かと思います。

令和２年度　大田区立東調布第一小学校　自己評価　報告書

9

0

地域教育連絡協議会において、児童・生徒
の変容等の具体的な資料を作成して、評価
に必要な学校の情報を適切に提供し、適正
な評価を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の基
本情報、児童・生徒の活動情報等をホーム
ページ等で公開及び更新することにより、
積極的に情報を発信する。

プ
ラ
ン
６
　
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と

な
っ

て
と
も
に
進
め
る
教
育

学校・家庭・
地域が担う役
割などを明確
にし、地域に
開かれた教
育の実現を
目指します。
また、相互の
連携を深め、
子どもを育て
る仕組みを
作ります。

4

プ
ラ
ン
５
　
魅
力
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り

目標に対する成果指標

9

0

0

0

4

0

３：

２：

４：

４：

３：

１：

４：

9

Ｂ

１：保護者アンケート「地域や保護
者と連携した教育活動を進めてい
る」の満足度が　８０％未満である。

４：

B

・本校では「早寝・早起き・朝ごはん」の
強化週間を設けている。児童はもちろ
ん、保護者も強化週間の実施やチェック
カードを使用することで規則正しい生活
を送ろうとする意識の向上が図れてい
る。
・都、区からの指示を受け、感染症予防
マニュアルを本校で作成し、教職員全員
で感染症予防に取り組んでいる。マスク
の着用や手の消毒、フェイスシールドの
着用など、気を緩めることなく学校全体
で今後も継続して取り組んでいく。

＊児童６７６名回答
　肯定評価：６２４名（９２％）

0

Ａ

0

Ａ

４：

１：

学校関係者記入欄

8

1

大項目

プ
ラ
ン
４
　
体
力
の
向
上
と
健
康
の

増
進

Ｃ

Ｄ

３：

２：

0

Ｃ

Ｄ

２：

３：保護者アンケート「教え方（内容
や方法）を工夫している」の満足度
が８５％以上である。

３：保護者アンケート「ＩＣＴ機器を活
用した授業に取り組んでいる」の満
足度が８５％以上である。

２：保護者アンケート「ＩＣＴ機器を活
用した授業に取り組んでいる」の満
足度が８０％以上である。

１：保護者アンケート「ＩＣＴ機器を活
用した授業に取り組んでいる」の満
足度が８０％未満である。

４：保護者アンケート「確かな学力の
定着」の満足度が９０％以上であ
る。

３：保護者アンケート「確かな学力の
定着」の満足度が８５％以上であ
る。

３：保護者アンケート「地域や保護
者と連携した教育活動を進めてい
る」の満足度が　８５％以上である。

２：保護者アンケート「地域や保護
者と連携した教育活動を進めてい
る」の満足度が　８０％以上である。

１：保護者アンケート「きまりを守る
社会性が身に付いている」の満足
度は８０％未満である。

４：児童アンケート「（自分は）体を動
かすことが好きだ」が９０％以上で
ある。

３：児童アンケート「（自分は）体を動
かすことが好きだ」が８５％以上で
ある。

２：児童アンケート「（自分は）体を動
かすことが好きだ」が９８０％以上で
ある。

１：児童アンケート「（自分は）体を動
かすことが好きだ」が８０％未満で
ある。

≪教育目標≫

○よく考え、工夫する子

○いつも元気で丈夫な子

○こころ豊かに助け合う子

○ねばり強くがんばる子

◇知・徳・体のバランスのとれた東一の子の育成

～未来の創り手となるために必要な資質・能力を育む～

◇信頼される魅力ある学校づくり

～学校・地域・家庭との連携・協働～

校内研究 「対話を通して学び合う児童の育成～国語科の指導を通して」

知（確かな学力） ・・・基礎・基本の定着と共に、主体的・対話的で深い学びにより思考力・判断力・表現力を育成し、

子供たちに確かな学力を 身に付けさせる。

徳（豊かな心） ・・・規範意識を向上させると共に、心の教育を充実させ、子供たちの豊かな心を育成する。

体（健やかな体） ・・・体力向上の取り組みや健康教育の充実により、子供たちの健康、体力を向上させる。

信頼される学校 ・・・家庭・地域との連携を深め、共に子供たちを育てる。

教育公務員として服務を遵守し、保護者、地域の信頼に応える。


